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伊万里市上下水道部 

 

 

 

 

 

水道事業者は水道法施行規則第１５条第６項において、毎事業年度の開始前に水質基準項

目(全５１項目)を対象とした、「水質検査計画」を策定することが義務付けられています。 

水質検査は、お客様にお届けしている水道水の安全性の確認、水源及び浄水処理工程にお

ける水質の把握を目的としています。 

この計画は、伊万里市の水道事業として適切な水質検査を実施するため、水道をとりまく

情勢や水質状況をもとに策定しています。 
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令和 7 年度 水質検査計画 

水質検査計画とは 
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伊万里市上下水道部では水道水の安全性、安定性を確保することを目的に、水源及び浄水

処理工程での適切な水質管理に加え、蛇口から出る水道水が水道法に規定された水質基準に

適合し、安全な水道水をお客様にお届けしていることを保障するため、本計画に基づき水質

検査を実施します。 

また、水質検査結果については、内容を評価の上、ホームページに掲載し公表します。 

 

○ 検査地点 

各配水系統の給水栓・採水栓を基本とし、原水についても行います。 

 

○ 検査項目・頻度 

水道法で検査が義務付けられている「毎日検査項目」、「水質基準項目」に加え、水質管理

上留意すべき項目とされている「水質管理目標設定項目」および「その他の項目」から必要

なものを選択し検査します。 

 

 

 

 

 

 

 

定期的な水質検査

水道法で検査が義務
付けられている項目

水質管理上留意すべき項目

毎日検査項目※１

水質管理目標設定項目※３

水質基準項目※２

その他の項目※４

１．基本方針 
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【※１】毎日検査項目  

水道法により毎日の検査が義務付けられている項目です。 

毎日、各配水池系統の地点で、「残留塩素」、「色」、「濁り」について検査を行います。 

 

【※２】水質基準項目 

水道法により定期的に検査を義務付けられている項目です。 

月１回以上行う項目と３ヶ月に１回以上行う項目があります。 

 

【※３】水質管理目標設定項目 

将来にわたり水道水の安全性を確保するため、水道事業者が水質基準に係る検査に準じて、

水質管理上留意すべき項目として検査を行います。 

 

【※４】その他の項目 

情報や知見の収集が必要である要検討項目を中心とする水質管理上必要と判断した項目に

ついて検査を行います。 

 

 

 

 

伊万里市の水道施設は、令和６年３月３１日現在では９施設からの給水区域があり、各水

道施設で浄水処理を行い、配水施設を通じて需要者へお届けしています。 

 

 

 

２．水道事業の概要 
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（ １ ）水源から浄水場までの水質管理上の留意事項及び対策 

各浄水場の主な水源の状況と水質管理上留意すべき水質項目は【表－２】のとおりです。 

 

                                                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道の原水は、天候や周辺の環境変化に左右され易く注意が必要です。原水の水質状況に応

じて適切な浄水処理を各浄水場において実施するとともに、安全な水道水の供給に努めます。 

 

 

（ ２ ）浄水場から給水栓までの水質管理上の留意事項及び対策 

浄水場からの給水栓までの水質管理上の留意事項および対策は【表－３】のとおりです。 

浄水場から配水される水道水については水質基準に適合していますが、給水栓に届くまで

に水質が変化することがあります。水質が変化するものに残留塩素や塩素酸ならびにトリハ

ロメタンなどの消毒副生成物などが挙げられます。 

残留塩素については、水道法で定められた給水栓での濃度（0.1 ㎎/ℓ以上）を保持したう

えで、適切な注入率となるように浄水場および中継施設等において管理をしています。 

３．水道水源から給水栓までの水質状況及び水質管理上の留意事項 

留意すべき水質項目 

※凝集剤の適正注入 
※酸剤・アルカリ剤の注入 

によるｐＨ調整 

※有田川浄水場 
※大川浄水場 ダム水 

※ｐＨ値 
※臭気 
※臭気物質 
※総アルカリ度 

深井戸 ※地質由来の無機物(鉄・マンガン等)な 
どが検出されることがあります。 

浅井戸 

※藻類の光合成に伴って、ｐＨ値が上昇 
することがあります。 

※繁殖する藻類により、かび臭くなること 
があります。 

湧水 ※滝川内浄水場 
※降雨等により濁度が上昇することがあ 

ります。 
※地質由来の無機物(鉄・マンガン等)な 

どが検出されることがあります。 

※除マンガンろ過設備等 
による除去 

※波多津浄水場 
※川内野浄水場 
※木場浄水場 

※色度 
※鉄 
※マンガン 

※鉄 
※マンガン 
※濁度 
※色度 

※取水停止 
※除マンガンろ過設備等 

による除去 
 

【 表－２ 】 各浄水場の主な水源の状況と水質管理上留意すべき水質項目    

対策方法 対象浄水場 

表流水 

※降雨等により濁度が上昇することがあ 
ります。 

※降雨等によりアルカリ度が低下するこ 
とがあります。 

※藻類の光合成に伴って、ｐＨ値が上昇 
することがあります。 

※繁殖する藻類により、かび臭くなること 
があります。 

※田畑への農薬・肥料散布などに起因し 
て農薬類の濃度が上昇することがありま 
す。 

※灌漑余剰水、生活排水などに起因して 
アンモニア態窒素等の有機物質濃度が 
上昇することがあります。 

※河川付近における突発事故により油 
類等が流入する恐れがあります。 

※濁度 
※ｐＨ値 
※臭気 
※有機物等 
※農薬類 
※アンモニア態窒素 

※取水停止 
※凝集剤の適正注入 
※消毒剤の適正注入 
※酸剤・アルカリ剤の注入 

によるｐＨ調整 
※オイルフェンスの設置 

※有田川浄水場 
※大川浄水場 
※浦ノ崎浄水場 
※峰浄水場 
※上大久保浄水場 
※川内野浄水場 

水源の種類 原水の水質状況 
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トリハロメタンについては夏季に濃度が高くなるため、酸剤の注入によるｐＨ調整や凝集

剤の増量により低減を行います。 

【表―３】浄水場から給水栓までの水質管理上の留意事項および対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊万里市上下水道部では、検査目的別に給水栓等における「水道水」、浄水場内における「浄

水処理工程」、水道水源における「原水」に分類し、法令等（水道法など）で検査が義務づけ

られている（ア）毎日検査項目、（イ）水質基準項目の検査に加えて、水質管理上必要と判断

した（ウ）水質基準項目の検査、（エ）水質管理目標設定項目の検査、（オ）独自の検査項目

について検査を行います。 

 

 

 

 

 

 

【 表－４ 】　検査項目の分類

水質検査

法令で定められた検査

水質管理上必要と判断した検査

（ア）毎日検査項目

（ウ）水質基準項目の検査

（イ）水質基準項目の検査

（オ）独自の検査

（エ）水質管理目標設定項目の検査

水道水

原水

浄水処理工程

 
給水栓の状況 留意すべき項目 対策方法 

水温上昇と塩素注入量の増加による消毒副生成 
物（トリハロメタン類・ハロ酢酸類）の増加 

※臭気物質 
※有機物等 
※消毒副生成物（トリハロメタン類・ハロ酢酸類） 

※浄水場においてフミン質などの前駆物質 
を除去 

※適正な塩素注入量での運用 

鉛管由来の鉛の溶出 
※鉛 
※ｐＨ値 
※濁度 

※鉛管を給水ポリエチレン管等に交換（更 
新） 

塩素貯蔵施設内の気温上昇と塩素注入量の増加 
による塩素酸の増加 ※塩素酸 

※貯留施設の適切な室温管理による低減 
※塩素の保存期限の短縮による低減 
※適正な塩素注入量での運用 

水温上昇または水道水滞留による残留塩素濃度 
の減少 

※有機物等 
※残留塩素 

※塩素注入量の適正注入 
※滞留の可能性がある地点で必要に応じて 

放水 

４．水質検査項目・検査地点・検査頻度及びその理由 
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【法令で定められた検査】 

 

（ ア ）毎日検査項目 

 

水道法施行規則第１５条により、毎日検査を行うことが義務付けられている色、濁りおよ

び消毒の残留効果(残留塩素)の３項目について、浄水場の系統を代表する１４地点【表－５】

で毎日検査を実施します。 
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（ イ ）水質基準項目【表―１０】 

 

 水質基準とは水道法施行規則第１５条により定められた検査基準で、全国すべての水道水

に適用され、水道により供給される水はこの水質基準に必ず適合しなければなりません。 

水質基準項目は「人の健康の保護の観点から設定された３１項目」「生活利用上障害が生ず

るおそれの有無の観点から設定された２０項目」の全５１項目について１１地点【表－６】

で検査を行います。 

検査項目・検査頻度は次のとおりです。 

 

・ ９項目（一般細菌、大腸菌、塩化物イオン、有機物、ｐH値、味、臭気、色度、濁度）に

ついては、１ヶ月に１回検査します。 

・ ２項目（ジェオスミン、２－メチルイソボルネオール）は、藻発生期（５月～９月）に１

ヶ月に１回検査します。 

・ 上記以外の４０項目は３ヶ月に１回検査します。 
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【水質管理上必要と判断した検査】 

 

（ ウ ）水質基準項目【表―１０】 

● 水道水 

水道水については、有田川浄水場と大川浄水場において毎月 51 項目の検査を行います。ま

た、他の配水系統において供給される水が水質基準に適合するかどうか判断できる場合を除

き、原則として配水池ごとに９項目（一般細菌、大腸菌、塩化物イオン、有機物、ｐH 値、

味、臭気、色度、濁度）の検査を定期的に実施します。 

 

● 原水 

各浄水場の水源において定期的に水質調査を行い水源水質の変化を監視します。 

 

(１)検査項目：３９項目 【表－１０】を参照してください。 

(２)検査地点：１０地点 【表－７】を参照してください。 

(３)検査頻度：【表－７】を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

No. 検査頻度

1

2 大川浄水場 原水着水井

3 竜門浄水場(有田町) 付近 １年に１回

4 浦ノ崎浄水場 原水着水井 ３ケ月に１回

5 波多津浄水場 原水着水井

6 木場浄水場 原水着水井

7 峰浄水場 原水着水井

8 上大久保浄水場 原水着水井

9 滝川内浄水場 原水着水井

10 川内野浄水場 原水着水井

検査地点

有田川１号堰付近
３ケ月に１回

１年に１回

【表-７】　水質基準項目(原水)検査　１０地点
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（ エ ）水質管理目標設定項目【表－１１】 

 

水質管理目標設定項目とは、将来にわたり水道水の安全性の確保等するため、また水道事

業者が水道水質管理上留意すべきとして、全３１項目のうち検査対象水の種別に応じて検査

を行います 

 

● 水道水 

(１)検査項目：1項目または１４項目 【表―１１】 を参照してください。 

(２)検査地点：１３地点 【表－８】 を参照してください。 

(３)検査頻度：１年に１回 
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● 原水 

(１)検査項目：1項目または１０項目～１１項目 【表―１１】を参照してください。 

(２)検査地点：１０地点 【表－９】を参照してください。 

(３)検査頻度：【表－９】を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

－11－ 

（ オ ）独自の検査 

 

● 浄水処理工程 

 

水源である河川水やダム水の水質状況を把握するため、または浄水処理工程において適切

な浄水処理が施され安全な水道水であることを確認するため、濁度・PH 値・残留塩素濃度等

を自動計測器で常時連続測定しています。 

 

 

● 原水 

 

各浄水場の水源においてクリプトスポリジウム・ジアルジアおよび指標菌２項目（大腸菌、

嫌気性芽胞菌）の検査を定期的に実施します。 

 

(１)クリプトスポリジウム・ジアルジア：３ヶ月に１回 

(２)指標菌２項目：月１回 

(３)検査地点：１０地点【表－７】を参照してください。 
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【表ー６】地点
有田川浄水場
大川浄水場

有田川
大川浄水場

浦ノ崎
浄水場

竜門ダムおよび
浦ノ崎以外の
小規模水道

1 一般細菌 １２回 １２回 ４回 ４回 １回

2 大腸菌 １２回 １２回 ４回 ４回 １回

3 カドミウム及びその化合物 ４回 １２回 ４回 ４回 １回

4 水銀及びその化合物 ４回 １２回 ４回 ４回 １回

5 セレン及びその化合物 ４回 １２回 ４回 ４回 １回

6 鉛及びその化合物 ４回 １２回 ４回 ４回 １回

7 ヒ素及びその化合物 ４回 １２回 ４回 ４回 １回

8 六価クロム化合物 ４回 １２回 ４回 ４回 １回

9 亜硝酸態窒素 ４回 １２回 ４回 ４回 １回

10 シアン化物イオン及び塩化シアン ４回 １２回 ４回 ４回 １回

11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 ４回 １２回 ４回 ４回 １回

12 フッ素及びその化合物 ４回 １２回 ４回 ４回 １回

13 ホウ素及びその化合物 ４回 １２回 ４回 ４回 １回

14 四塩化炭素 ４回 １２回 ４回 ４回 １回

15 1,4-ジオキサン ４回 １２回 ４回 ４回 １回

16 シス-1,2-ジクロロエチレン及びトランス-1,2-ジクロロエチレン ４回 １２回 ４回 ４回 １回

17 ジクロロメタン ４回 １２回 ４回 ４回 １回

18 テトラクロロエチレン ４回 １２回 ４回 ４回 １回

19 トリクロロエチレン ４回 １２回 ４回 ４回 １回

20 ベンゼン ４回 １２回 ４回 ４回 １回

21 塩素酸 ４回 １２回 － － －

22 クロロ酢酸 ４回 １２回 － － －

23 クロロホルム ４回 １２回 － － －

24 ジクロロ酢酸 ４回 １２回 － － －

25 ジブロモクロロメタン ４回 １２回 － － －

26 臭素酸 ４回 １２回 － － －

27 総トリハロメタン ４回 １２回 － － －

28 トリクロロ酢酸 ４回 １２回 － － －

29 ブロモジクロロメタン ４回 １２回 － － －

30 ブロモホルム ４回 １２回 － － －

31 ホルムアルデビト ４回 １２回 － － －

32 亜鉛及びその化合物 ４回 １２回 ４回 ４回 １回

33 アルミニウム及びその化合物 ４回 １２回 ４回 ４回 １回

34 鉄及びその化合物 ４回 １２回 ４回 ４回 １回

35 銅及びその化合物 ４回 １２回 ４回 ４回 １回

36 ナトリウム及びその化合物 ４回 １２回 ４回 ４回 １回

37 マンガン及びその化合物 ４回 １２回 ４回 ４回 １回

38 塩化物イオン １２回 １２回 ４回 ４回 １回

39 カルシウム・マグネシウム等(硬度) ４回 １２回 ４回 ４回 １回

40 蒸発残留物 ４回 １２回 ４回 ４回 １回

41 陰イオン界面活性剤 ４回 １２回 ４回 ４回 １回

42 ジェオスミン ５回 １２回 １２回 ４回 １回

43 2-メチルイソボルネオール ５回 １２回 １２回 ４回 １回

44 非イオン界面活性剤 ４回 １２回 ４回 ４回 １回

45 フェノール類 ４回 １２回 ４回 ４回 １回

46 有機物(全有機炭素【TOC】の量） １２回 １２回 ４回 ４回 １回

47 ｐＨ値 １２回 １２回 ４回 ４回 １回

48 味 １２回 １２回 － － － 原水は省略

49 臭気 １２回 １２回 ４回 ４回 １回

50 色度 １２回 １２回 ４回 ４回 １回

51 濁度 １２回 １２回 ４回 ４回 １回

水道水では藻類発生期に
行う検査項目

水道水は
自己検査
対象項目

水道水は自己検査対象項目

消毒副生成物
のため、原水

では省略

原水

【表-１０】　水質基準項目の検査頻度

備考

水道水は自己検査対象項目

番号 水質基準項目

水道水
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（１）水質検査方法 

 

 水質検査方法については、国が定めた検査方法「水質基準に関する省令の規定に基づき厚

生労働大臣が定める方法」又は「水質基準に関する省令の制定及び水道法施行規則の一部改

正等並びに水道水質管理における留意事項について」において示された方法により行います。 

その他の項目については上水試験法等により行います。 

 

（２）水質検査の自己／委託の区分 

 

 伊万里市上下水道部では、毎日検査の３項目、水質基準項目【表―１０】内の８項目（※

自己検査対象項目と検査頻度欄に記載）を除く水質検査を委託しており、委託先は水道法第

２０条登録機関の中から、一定の要件（精度や信頼性、緊急時の体制等を考慮）を満たす機

関を指名し、その機関による入札等の方法により選定しています。 

令和７年度に水質検査を委託する検査機関は以下のとおりです。 

 

   一般財団法人 佐賀県環境科学検査協会 

 

 

 

 

 

 

次のような状況になり、水質基準に適合しない恐れがある場合、臨時の水質検査を行いま

す。 

 

・水源水質の著しい悪化や、水源に異常があった場合 

・汚水処理の過程で異常があった場合 

・配水管などの水道施設が著しく汚染されたおそれがある場合 

・その他特に必要があると認められた場合 

 

※計画分の委託検査に、臨時の水質検査を含めて検査機関に委託します。 

 

 

 

 

 

 

 

５．水質検査方法および水質検査の自己/委託の区分 

６．臨時の水質検査 
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（１）水質検査計画の策定 

 

 水質検査計画の策定にあたっては、水質検査計画を事業開始年度前にホームページに掲載

します。また伊万里市上下水道部管理課でも閲覧できます。 

 

 

【閲覧可能場所・日時・連絡先】 

 

◇伊万里市上下水道部管理課：土日祝を除く ８：３０～１７：１５ 

 〒８４８－００２７ 佐賀県伊万里市立花町１５４２番地１ 

 TEL:０９５５－２３－５４００ FAX：０９５５－２３－２１４７ 

 

 

◇伊万里市ホームページ 閲覧制限なし  

【ホームページ URL】https://www.city.imari.lg.jp/5635.htm 

（※ＰＤＦ形式が閲覧可能な環境が必要です。またサーバートラブル等の理由により、一時

閲覧できない場合があります。） 

 

 

（２）水質検査結果の公表 

 

水質検査結果は、伊万里市ホームページに掲載して公表します。 

 

【ホームページ URL】https://www.city.imari.lg.jp/5636.htm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．水質検査計画の策定と水質検査結果の公表 

https://www.city.imari.lg.jp/5635.htm
https://www.city.imari.lg.jp/5636.htm
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水質検査結果の評価は、基準値と比較し、水質基準に適合した水質であることを確認する

とともに、見直すべき点がないか検討し、水質検査結果が基準を超過する恐れがある場合に

は、直ちに原因究明と適切な対処を行います。 

また水質検査計画は、過去に行った水質検査結果の評価や、水質検査計画に対する意見を

参考に毎年度見直しを行います。 

なお、水質検査計画や水質検査結果をご覧頂いたお客様のご意見は、次年度検査計画書策

定時の貴重な資料とさせて頂きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．水質検査結果の評価と水質検査計画の見直し 

これまでの水質検査結果 

伊万里市上下水道部 

  

  

  

・ 

水 

質 

検 

査 

計 

画 

の 

見 

直 

し 

  

  

  

・ 

水 

質 

検 

査 

結 

果 

の 

評 

価 

お 
  

  

客 
  

  

様 

水質検査計画 

水質検査の実施 

水質検査結果 

 

公表 

公表 

反映 

ご意見 
の集約 

 

ご意見 

検討 

公表 



  

－17－ 

 

 

自己検査における精度管理と信頼性確保のため、以下の取り組みを行います。 

 

・佐賀県水道水質検査機構等連絡会における精度管理調査等への参加 

 

・水道法第２０条登録機関の検査業務従事者を招き、同一検体について、同一検査器具・同

一試薬を使用し、双方で検査した結果を比較 

 

・水質検査分析機器の整備および点検による精度の維持管理 

 

 

 

  

水質汚染事故や水系感染症の発症などがあった場合、佐賀県生活衛生課や伊万里保健福祉

事務所などの関係機関と情報交換するとともに、連携して対策を講じます。 

 また、水源における水質汚染事故の発生などに対しては、河川管理者（国土交通省や県等）、

河川上流域の自治体および水道事業者との連絡体制を整えており、迅速に情報交換するとと

もに、連携した現地調査と適正な浄水処理を行い、水道水の安全性を確保します。 

 

 

 

 

 

９．水質検査の精度管理と信頼性の保障 

１０．関係者との連携 

－お問い合わせ先－ 

伊万里市 上下水道部 水道施設課 (有田川浄水場） 

〒８４８－００３２ 

伊万里市ホームページ ：https://www.city.imari.lg.jp 

佐賀県伊万里市二里町大里甲１５０６番地 

ＴＥＬ ：０９５５－２３－３０７０（直通） 

ＦＡＸ ：０９５５－２３－３２１６ 

mail ：suidou-shisetsu@city.imari.lg.jp 

mailto:suidou-shisetsu@city.imari.lg.jp

